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　低次の認知から社会的行動をまたいだ広範囲な
領域において，利用可能な複数の選択肢の中から，
その環境に即した判断が求められる。意思決定は，
適切な選好を形成する行為と定義できるが，環境
と選択の組み合わせだけでは，その過程を完全に
理解することはできない。異なる判断が下された
場合だけでなく，同一の判断が下された場合にお
いても，選好形成における内的過程が共通すると
は考えがたい。すなわち，選好形成過程における
情報探索や認知処理を理解することが，意思決定
研究にとって重要となる。本論文では，選好形成
過程において用いられる認知処理を操作し，過程
追跡法による情報探索の測定を行い，非合理的な
選好形成に関する統合的な理解と理論的枠組みの
補強を目指した。
　まず，第 1章では，これまでに意思決定研究で
扱われてきた代表的な非合理的選択現象，決定方
略，過程追跡法，選好形成に対する理論的枠組み
と実証的研究，そして葛藤の処理に関わるセルフ
コントロールと認知制御について概観した。消
費者行動の研究領域で検討されてきた魅力効果
（Huber, Payne, & Puto, 1982）と妥協効果（Simonson, 

1989）は，特定の選択肢に対する選択率を増加さ
せるが，両者において用いられる認知処理は異な
ることが示唆されてきた。近年，知覚的意思決定

課題においても，これら 2種類の文脈効果様現象
が確認されている（Trueblood, Brown, Heathcote, 

& Busemeyer, 2013）。文脈効果課題遂行中の決定
方略を理解するため，過程追跡法として眼球運動
測定を用いた研究や，認知資源を実験的に減少さ
せた研究から，魅力効果と妥協効果は異なる認知
処理と決定方略に基づいて生起することが示され
た。すなわち，魅力効果は非補償的決定方略と直
観的認知処理によって生起するが，妥協効果は補
償的決定方略と熟考的認知処理に基づくことが
示された。これまでに提案された理論的枠組み
（Dhar & Gorlin, 2013）によれば，認知資源の消耗
は，熟考的認知処理を阻害し，直観的認知処理に
よる選好形成の促進を予測する。しかし，認知制
御に関わる研究から，反応葛藤を引き起こす課題
を多数回遂行し，反応葛藤へ適応することによっ
て，熟考的認知処理が促進される可能性が示され
た。そこで，反応葛藤への適応によって，2種類
の文脈効果が体系的に変化するという仮説を立て
た。すなわち，反応葛藤への適応によって熟考的
認知処理が促進され，魅力効果は低下し，妥協効
果は増加すると予測した。また，認知的消耗や反
応葛藤への適応の操作により体系的に 2つの文脈
効果が増減するのであれば，その認知過程を測定
することにより，2つの文脈効果の選好形成を詳
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細に理解できると考えた。本研究では，従来の理
論的枠組みの補強を第 1の目的とし，また，商品
選択課題及び知覚的意思決定課題で確認された文
脈効果に共通する要因を探索することを第 2の目
的とした。
　第 2章では，商品選択課題を用い，反応葛藤へ
の適応による 2つの文脈効果への影響を検討し
た。ストループ課題の不一致試行では，意味と色
が一致しない色名単語（例えば，青色の「あか」
という色名単語）を提示し，優先される意味への
反応を抑制し，色への反応を求めるため，反応葛
藤を誘発させる。実験参加者を一致試行に取り組
ませる統制群，不一致試行に取り組ませる消耗群，
消耗条件よりも不一致試行に数多く取り組ませ，
反応葛藤への適応を促す適応群の 3群に割り当
て，実験操作を行った。その後，眼球運動を測定
しながら魅力効果課題か妥協効果課題に取り組ま
せた。その結果，魅力効果課題に取り組んだ適応
群は有意な魅力効果を示さず，妥協効果課題に取
り組んだ適応群は統制群よりもやや高い妥協効果
を示した。また，文脈効果課題遂行中の眼球運動
を分析した結果，適応群は魅力効果課題において
非補償的決定方略を示さず，妥協効果課題におい
て補償的決定方略の促進が確認された。反応葛藤
への適応によって促進された熟考的認知処理が，
2つの文脈効果課題において，決定方略と選択率
を体系的に変化させたことから，従来の理論的枠
組みを補強できたと考える。
　第 3章では，知覚的意思決定課題における文脈
効果について検討した。従来の研究では，知覚的
意思決定課題における文脈効果の生起過程に対し
詳細に検討されておらず，商品選択課題における
文脈効果と同様の情報探索や認知処理に基づいて
発生するのか，それとも知覚的バイアスのような
異なる認知過程に基づいて発生するのか弁別でき
ていない。知覚的意思決定課題における文脈効果
の選好形成過程と，商品選択課題における文脈効
果の選好形成過程とを比較することによって，異
なる課題間における文脈効果に共通する要因を検
討することが可能であると考えた。この目的のた

め，長方形の高さと幅が商品選択課題における商
品の持つ属性に相当すると仮定し，2辺を体系的
に操作した長方形による，2種類の魅力効果課題
と妥協効果課題を作成した。2つの課題では，提
示した長方形の中から最も大きな長方形の選択を
求める条件（大判断条件）と，最も小さな長方形
の選択を求める条件（小判断条件）を設定した。
また，選好形成過程を明らかにするため，課題遂
行中の眼球運動を測定した。実験の結果，魅力効
果は 2つの条件において確認され，眼球運動の分
析から従来の消費者行動研究（都築・本間・千葉・
菊地，2014; Noguchi & Stewart, 2014）や第 2章で
確認された魅力効果と同様の選好形成過程に基づ
いて生起することが示された。一方，妥協効果は，
大判断条件で部分的に確認できたが，小判断課題
では確認できなかった。さらに，情報探索過程も
消費者行動研究や第 2章で確認された妥協効果と
共通しなかった。つまり，魅力効果は複数の知覚
的基準で確認され，消費者行動研究で確認された
魅力効果と同様の情報処理過程を有することが示
唆されたが，妥協効果は，知覚的意思決定課題に
おいて部分的にのみ再現され，知覚的意思決定に
おける判断は省力的な認知処理によってなされる
可能性が示唆された。
　以上の結果をふまえ，第 4章では総合考察とし
て，本研究で得られた知見をまとめ，異なる選択
課題間に共通する文脈効果の情報探索と認知処理
について整理し，従来の理論的枠組みの補強につ
いて議論した。従来の理論的枠組みでは，反応葛
藤が生じる課題への取組みにより，熟考的認知処
理が阻害され，直観的認知処理に基づいた選好形
成が促進されることを予測する。しかし，本研究
から，多数回反応葛藤を誘発する課題に取組ませ
適応させた結果，魅力効果は低下し，妥協効果は
増加することが示された。すなわち，反応葛藤へ
の適応による熟考的認知処理の促進が見出され
た。知覚的意思決定課題では，消費者行動研究に
おいて確認された効果と同様の情報探索を経て魅
力効果が生起したが，妥協効果は部分的にしか確
認できなかった。異なる課題間で用いられる認知
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処理や情報探索が類似しているため，魅力効果は
共通して発生すると考えられる。本研究から，2

種類の文脈効果の生起には，選択肢間のトレード
オフに対する処理の差異が強く関わることが示さ
れた。また，広範な心理現象において重要な概念
である葛藤が，意思決定においても重要な要因と
なることが改めて示された。今後の研究では，反
応葛藤に対する適応の機序と，適応によって意思
決定過程が変化するメカニズムに関する，認知神
経科学的な検討が必要である。
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